
＊編集後記＊

本号では「温故知新Jをキーワードに、安福先生に「次世代につなぐジオシンセティックス技

術の伝承を急がなければJという題で、当学会が今後進むべき道について、具体論を交えて述べ

ていただきました。大変示唆に富む内容であり、感謝申し上げます。

技術報文には「実物大実験によるポリエチレン管の液状化時挙動」、「ジオセル擁壁工法」の2

編を掲載しました。用途開発の具体的な事例であり、広く参考になればと思います。今後も皆様

方の積極的な投稿を頂戴出来れば幸いと存じます。

世界的な経済危機の影響もあり、他業界と同様、建設業界を取り巻く状況はますます厳しさを

増している感があります。今後の見通しが不透明な中で、新規技術開発については、今まで以上

に厳しい目にさらされる事が予想されます。その中で、ひとつの打開策として、これまで歩んで

きた道を今一度検証することで現在にマッチした技術を掘り起こす、という事は有益な手段であ

ると思います。目の前に宝物のような技術が眠っているかもしれませんし、技術の伝承をするよ

い機会にもなるのではないでしょうか。

末筆になりましたが、ご多忙のなかで原稿の執筆を快諾していただきました方々と、編集にご

協力いただきました方々に心よりお礼申し上げます。

本号担当：谷口秀和、平川大貴、原田尚幸、木幡行宏
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